
前年度授業改善推進プランの検証 学習状況の現状と課題 指導方法の課題と授業改善策

第１学年 久米

〇決められたルールをもとにして、遊び方
や規則を工夫したことで、体を動かすこと
の楽しさを感じながら運動に取り組むこと
ができた。
〇学級全体で話し合い、ルールを実態に合
わせて改善したり、変更したりしてルール
の価値に触れることができた。
〇友達と協働的に学習を進めたりしたこと
で、児童が自ら体の動かし方を考えたり友
達の動きをまねするなど主体的で協働的な
学びを実現することにつながり、運動を楽し
むことができていた。
◎学習カードを使って振り返る機会を設け
たことは、思考力、判断力、表現力等を育
成することにつながった。

〇体を動かすことに意欲的な児童が多い一方で、授
業規律が守れない児童がいる。
〇苦手なことに挑戦できない児童には個別で声掛け
をしている。
○教師が提示した場や遊びに対して、楽しく取り組も
うとする一方で、それぞれの場や遊びのねらいを意
識したり、遊び方を工夫したりする思考・判断面には
課題が見られる。
○就学前に身に付けている児童一人ひとりの技能に
は差がある。

①自分自身の学ぶ姿勢
○好きなように体を動かすのとは違い、決められたルールの中で
十分に活動し、体を動かすことのよさや楽しさを味わわせていく。ま
た、友達と共に取り組む活動も取り入れて指導をしていく。
②学ぶ内容
○協働的に学習に取り組めるように、どの領域でもグループを意識
した学習活動を取り入れる。また、勝ち負けのあるゲームについて
は、事前に結果を素直に受け入れることができるよう声掛けする。
③学びの方法
◎思考・判断・表現する力を伸ばせるよう、学習カードを使って記述
する機会を取り入れていく。その際、感想だけではなく、どのような
ところがうまくでき、楽しかったのか上手にかけている児童のものを
例として紹介し、より多くの児童が自分の振り返りをかけるようにし
ていく。

第２学年

〇学習カードを活用することでルール
の確認や活動の仕方など共通認識を
持たせることができた。
○学習したことを振り返り、学習カード
に書くことで自分ができるようになった
ことや頑張ったことを客観的に振り返る
機会を設けることができた。
◎本時でのめあてをきちんと提示して
活動を行うことで、子どもたちにどのよ
うに活動を工夫することができるか施
行させる機会を設けることができた。

○体を動かすことに意欲的な児童が多い一方
で、授業規律が守れない児童がいる。
○体の使い方が分からない児童には、個別で声
をかけるなどの支援をしている。
〇少しずつではあるが、学習カードへの記述を
行い、できたことを振り返ることに取り組み始め
ている。
〇楽しんで遊びを工夫しようとしたりしている児
童が多い。

①自分自身の学ぶ姿勢
○単元導入時に運動の約束やルールについて、その都度児
童と確認していく。
②学ぶ内容
○単元前半では、遊びを通しながら基本的な動きを身に付け
ることができるようにする。単元後半では、遊び方や場の作り
方を児童が工夫できるように声かけをしていく。
③学びの方法
◎学習カードの振り返りをもとに、次回頑張りたいことを考え
る習慣を身に付けていけるようにする。
〇本時でねらう動きを授業の始めに確認し、児童が「どのよう
に遊びを工夫すればよいか」を理解して学習に取り組めるよ
うにする。

第３学年

◎学習カードを活用することで、個々が
めあてを明確にもって学習に取り組む
ことができた。また、振り返りを行うこと
で次時につなげることができた。
〇ICT機器を活用する機会を用いたこと
で自分の動きや正しい動きを確認でき
るようになり、習熟につながった。
〇段階的にメインの活動に移行できる
ように活動を工夫したことでスムーズな
流れで学習に取り組む姿が見られた。

○学習規律を守り、各領域の活動に意欲的に取
り組むことができる児童が多い。
○動きのポイントを意識して運動に取り組むとい
う経験に乏しく、ポイントやめあて、自分や友達
の動きを基に、活動を振り返ったり次時の目標を
立てたりすることへの個人差も大きい。
○勝利に向けて励まし合う雰囲気はあるもの
の、チームの特徴を生かした作戦を考えたり、そ
れを振り返ったりする経験は十分とはいえない。
○自身だけでなく友達やチームの、毎時間の活
動に対する成果と課題を生かして改善を積み重
ねることについて、学習カードの活用が十分とは
いえない。

①自分自身の学ぶ姿勢
〇学習規律を整え、児童が主体的に考えられるような授業を実践
していくとともに、よい変容は積極的に褒めていくことでより意欲を
高められるようにする。
②学ぶ内容
〇ウォーミングアップの中で、主運動につながる運動遊びやミニ
ゲーム等に取り組ませ、目標の達成につながる動きを自然に獲得
できるようにする。
③学びの方法
〇技能向上につながる資料やICT機器を活用する機会を設定し、
自分の体の動かし方を自分で確かめたり、友達と見合ったりする中
で、めあてに向けた改善につなげられるようにする。
◎学習カードや動画資料を活用して、授業の初めに前時の課題や
めあてを振り返らせるとともに、学習のゴールイメージを共有する。
また、授業の終わりに成果を振り返る場面を設定する。その際に、
振り返る視点を提示し、何を考えればよいか明確にする。

第4学年

◯活動内容を段階的に工夫することでどの
子のも「できる感覚」を感得させ、苦手意識
のある児童も主体的に学習に望みことがで
きた
◯学習カードを工夫したことにより、児童の
振り返りが、技能面でも思考面でも次の活
動に生かされるようになった。
○活動の中で、ICT機器を使用した運動の
振り返りや、運動のポイントを確認する時
間を設けたことで、個々、またはチームの
改善点を見つけ合い、高め合うことができ
るようになった。
○学習カードに学習内容の振り返りを記入
する際、書く内容が具体化されるように声
かけをすることで、考えを文章化することが
できるようになった、

○難しい技に挑戦したい気持ちはあるが、行動
に移せない児童が多い。
○ルールを守り、よりできるようになりたいという
主体的な気持ちで取り組む姿が多く見られる。し
かし、勝ち負けにこだわってしまい、揉めることも
ある。
○授業後、技能面・思考面ともに次時につながる
振り返りができる児童と、楽しかったなどの感想
で終わってしまう児童とに分かれている。
○ICT機器を活用することで自分の動きや正しい
動きを意識して活動できる。

①自分自身の学ぶ姿勢
◎児童がもっている力を存分に発揮し、「できる」感覚を味わ
いながらスモールステップで難易度の高い活動に挑戦できる
ようにする。
②学ぶ内容
○児童に、毎時間振り返りの視点を与えることで、振り返りに
書く内容を明確にし、書く力を伸ばしていくことができるように
する。
③学びの方法
○負けたら勝つためにどうするかを話し合う時間を確保し、前
向きに取り組めるようにさせる。
○ICT機器を活用する機会をさらに設定し、児童相互の情報
共有など、協働的な活動ができるようにする。

第5学年

◎単元のもつ特性に応じた補助運動を取り
入れることで、児童の「できた」を引き出す
ことにつながった。
○資料やICT機器を取り入れたり、小集団
での活動を取り入れて児童同士の見合う
時間を設けたりしたことで意欲的に取り組
むことができた。
◎学習カードを活用し、振り返りの視点を
示すことで、その時間の気付きや自身の成
長を実感できる様子が見られた。
○ワークシートを活用し、毎時間、個々の
思考力を表現させたことで、考えながらプ
レーしたり活動に取り組んだりすることがで
きるようになった。

◎個々の能力に合わせた学習内容に取り組み
を進めていくことで、「できた」という感覚をもって
取り組める児童が増えている。
○意欲的に学習に取り組む児童が多い。
◯「楽しくゲームを行いたい」「上達したい」と考え
る児童はいるものの、チームでどのように工夫す
るか、どのような練習方法でゲームに向かうかな
ど、多面的に思考して、実践に移すことができる
児童が少ない。
◯学習タブレットやワークシートの活用が不十分
である。

①自分自身の学ぶ姿勢
◎取り組みの中で得た「できた」の感覚を常に感得することができ
るようにする。
②学ぶ内容
○学習用タブレット端末を活用して資料を配布したり、自分や他者
の動きを撮影して見合ったりする経験を増やしていく。
③学びの方法
○学習資料を用意するだけでなく、その活用方法を具体的に示
す。小集団の関わりのなかで、課題解決することができるような機
会の充実を図る。
○ワークシートを活用して、個々の思考力に加えチームとして作戦
を立てられるような機会を設ける。個々の思考と、チームとしての
思考が視覚化されることによって、より深く考えてプレーに生かそう
とする力が身に付くようにする。

第6学年

○学習のめあてを焦点化して振り返り、学習
カードに自分の考えを可視化できるように記述し
たことで、個に応じた課題の設定と解決に向かう
ための活動を考えることができた。
○タブレット端末を活用し、記録した映像を学習
の成果としたことで、自己の動きを客観的に把
握することができた。また、関わり合うことで互い
に高め合う様子が見られた。
◎児童が書いた学習カード上の良い表現を広め
ていくことで、運動のポイントにも注目する児童
が増え、児童の思考・判断・表現する力を伸ば
すことができた。
〇活動内容を工夫することで苦手意識がある児
童も前向きに取り組めたり、その子をフォローす
る意識が高まったりしたことで主体的に学ぼうと
いう姿勢が見られる場面が増えた。

○体育の学習に意欲的に取り組める児童が多い。
○友達・チームと協力して、技能を高め合おうという
意識をもって運動に取り組むことのできる児童が多
い。
○学習用タブレットや学習資料を活用して教え合う姿
があまり見られない。
○毎時間の振り返りに「①今までは②分かったこと③
これからは」を児童に提示したことで、振り返るべき内
容が明確になり、内容が深まってきている。
◎自己の課題を把握したり、具体的な練習の仕方を
選んだりする意識をより高めていくために、運動のポ
イントの共有と資料の活用の方法をより丁寧に指導
する必要がある。

①自分自身の学ぶ姿勢
◎学習カードの形式を統一するとともに振り返りの視点を明確にす
る。その中で運動のポイントを意識した振り返りや根拠をもって練
習を選べた児童の振り返りを紹介し、個々の意識を高めていくよう
にする。
②学ぶ内容
○学習用タブレット端末を活用して資料を配布したり、自分や他者
の動きを撮影して見合ったりする経験を増やしていく。
③学びの方法
○個々で高める時間と友達と関わり合う時間を設定し、個々の技
能がより高まるように授業内容を工夫する。
○学習資料を用意するだけでなく、その活用方法を具体的に示し、
資料の価値を実感できるようにしていく。その中で、ペアやトリオな
ど、小集団で関わり合いながら高める活動を工夫し、取り入れてい
く。
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